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 安全工学会が、事業者の安全文化向上に向けて『保安力評価システム』を策定。
同システムの普及・活用のため、平成２５年４月に保安力向上センターが発足。

特定非営利活動法人 安全工学会

保安力向上センター

事務グループ
評価グループ
センター評価員
保安力評価推進委員

支援会員連絡会

企画委員会

運営委員会

○支援会員*連絡会
石油化学等19社の代表（安全担当
役員等）で構成し、センターの方針
へのアドバイス

○運営委員会
産官学の委員で、センターの企画
運営へのアドバイス

○保安力評価推進委員
支援会員企業から派遣され保安
力評価表の改訂、自社での実施
の中心メンバーとして活動

１－１ 保安力向上センター概要

*旭化成㈱、宇部興産㈱、㈱カネカ、㈱クレハ、昭和電工㈱、信越化学工業㈱、JSR㈱、 住友化学㈱、
㈱ダイセル、㈱DIC、電気化学工業㈱、㈱トクヤマ、東ソー㈱、㈱日本触媒、日本ゼオン㈱、丸善石油化学㈱
、三井化学㈱、三菱化学㈱、三菱ガス化学㈱

支援会員企業一覧



２－１ 保安力評価の背景と概要

 あくまでも事業者が自社事業所の安全レベルを自主的に把握し、主体的
に安全レベルをスパイラルアップしていくことが重要。

 このため、各社が安全管理の弱点を見いだすための主体的な活動を促す
ために、以下の取り組みを実施。

 自主評価の支援

 要請に応じて第三者の視点での評価

 各社の評価データの解析や良好事例の収集と提供

 改善のお手伝い

保安力評価の背景

保安力評価の概要

 石油・化学事業所における事故やコンプライアンス違反などの発生を契機
に、事故の低減及びプロセス安全・安全文化の考え方を取り入れた安全
のコンセプトとして、安全工学会が構築したもの。



• 事業所の保安力を自主的に5段階評価する。定量的な評価により改善すべ
き点や業界内での立ち位置が明らかになる。

• 自主評価が基本であるが、客観的な評価も必要である。そのために、一定周
期での保安力向上センターによる第三者評価も推奨される。

• 保安力向上センターは評価によって得られる安全管理のノウハウ（良好事例
など)を活用し、改善を支援する。（また、産業界の声を反映して、様々な工程
に応じた評価のカスタマイズをはかる。）

レベル1：

安全に対する意
識が乏しく、生産

重視

レベル2：

安全の重要性の
認識はあるが、
対応が場当たり
的で安全活動は

形骸化

レベル3：

事業所の安全意
識は高く、一定レ
ベルの安全性向
上の仕組みを構

築

レベル4：

経営層から現場
まで安全最優先
の意識が共有さ
れ、安全の仕組

みが定着

レベル5：

すべての階層で
安全文化が定着
し、更にレベル
アップのためのさ
まざまな活動を
行っている

評価する5段階レベルのイメージ

２－２ 保安力評価の特徴



安全文化

安全基盤

活性化活性化

（事業所の安全レベル）

安全は不安定
油断すると安全は転げ落ちる
不断の努力が必要

システムにはすき間がある
これを補うのが人間の力

 安全を『安全基盤』と『安全文化』が支えるというもの。その総体が『保安力』。

３－１ 保安力イメージ



 安全基盤とは、製造施設の安全を担保する、技術・システム・マネージメント
の基本的な体系。

３－２ 安全基盤とは

①プロセス安全管理
②プラント安全情報
③安全設計

(以下3項目が現場の中核）

④運転
⑤保全
⑥工事

⑦災害・事故の想定と対応
⑧プロセスリスクアセスメント
⑨変更管理
⑩教育

安全基盤の概念（評価１０項目）



３－３ 安全基盤の項目



8

大項目 中項目 小項目 １点 ２点 ３点 ４点 ５点

4.運転
4.3現場
の運転
管理

4.3.2現場管
理（運転）

安定運転継続時
には特に記録保
存は行っていない。
異常時や特別に
必要な場合のみ
記録を採取・保存
している。

問題発生時等の
解析用に運転記
録を保存しており、
必要があるとき
に確認できる。

安全安定運転の
障害要因を日頃
からチェック、リス
トアップし、定期
的にトレンド記録
を確認して対応、
対策を検討して
いる。

安全安定運転を実
現できる運転管理
指標を設定してお
り、関係部門も含
め関係者に周知し
ている。また、ｺﾝﾄ
ﾛｰﾙ限界あるいは
異常状態を理解、
共有しており、直ち
に停止操作その他
で対応できる。

ｺﾝﾄﾛｰﾙ限界オー
バーや定常運転維
持が難しい事態の発
生について、その内
容を精査し、パイロッ
トデータ、設計データ
や改造記録等に
遡って機器やシステ
ム、運転手順の適合
性を見直している。

4.3.3引継ぎ各担当の業務は
慣例的に区分され
ており、その区分
に対応して申送り
を行っている。

運転や作業の交
替時の手順や引
継事項の規定が
あり、引継ぎはこ
れに従って行な
われるようになっ
ている。

業務引継ぎ時に
問題点の把握や
危険予知を行い
業務に反映して
いる。

作業にかかる前に
関係者に運転の変
更部分を周知し、
事後フォローと評
価を行うように決め
られており、確実に
実施されている。

当該直勤務内で発
生した大小のトラブ
ルや問題に対し、直
をまたがって対応の
引継ぎをする場合、
確実に対処するため
の特別な引継ぎや
対応の基準が決めら
れている。

３－４ 安全基盤の項目（例：運転）



 安全文化とは、安全基盤を活性化する人間行動、組織活動。製造施設の環
境を改善することにより、その安全を向上させる体系

動機付け

プラント現場

マネジメント

危険認識 学習伝承

相互理解

資源管理

積極関与

組織統率

作業管理※

※ 通常、安全基盤項目の中で評価
安全文化単独評価の場合には追加

３－５ 安全文化とは



３－６ 安全文化の項目



大項目 中項目 小項目 1点 2点 3点 4点 5点

４．動機
づけ（モ
チベー
ション）

４．４
上長や
同僚に
よる動
機づけ

4.4.1 上長と部
下の信頼関係

・上長が部下の
技術力を信頼
できていない。

・形式的には任
せているが、部
下が任されてい
るとは感じてい
ない。

・上長は部下の
技術力を信頼
し、十分に任せ
ている。

・多くの判断に
おいて上長は
部下を信頼し、
部下の判断や
行動を支持し
ている。

・上長と部下の
信頼関係の醸
成により、企業
風土は極めて
良好である。

4.4.3 安全優
先の姿勢をほ
める態度

・ほめることの
効果を理解し
ていない。

・わかりやすい
成果が出た場
合のみほめら
れている。

・上長は業務上
の成果や安全
優先の態度に
対し部下をほ
めている。

・上長が部下を
納得感のある
形でほめること
で、部下にとっ
て刺激となって
いる。

・安全優先の姿
勢をほめること
が安全風土を
向上させている。

３－７ 安全文化の項目（例：動機付け）



0.00 1.00 2.00 3.00 4.00 5.00

総合評価

１．組織統率

２．積極関与

３．資源管理

４．動機づけ

５．学習伝承

６．危険認識

７．相互理解

トップG(1/4)

第2G(1/4)

第3G(1/4)

第4G(1/4)

センター評価後には、ブロック線図に自社の評点を記入することで、項目ごとの立ち位置が
明確になる。改善結果の向上や業界全体の安全性向上などを把握することが可能。

参考１ 評価の実施例①
（安全文化（大項目）立ち位置明確化）



（A社の安全文化中項目例）
自発的な技術の勉強やリ
スク評価の教育はできて
いるが、ルールや法令遵
守の指導がかなり弱い。

安全管理部門は組織
として整備されている
が、部門内外で権限
の曖昧さが指摘され、
機能として心配。

参考２ 評価の実施例②
（安全文化（中項目） 弱点の抽出）


